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1) 157 11m 照射時にレジストから発生するガス生成物の種類、総量を測定するのに十分な装置を設計、開発して
いる。この装置を用いて、アウトガス特性の良いレジストを設計するには特にベースポリマーの側鎖を制御すること
が重要である点を見出している。
2) 266 11m などの紫外光照射ではポリシラン励起状態のエネルギー分布は初期において非常に広いが時間ととも
に狭くなることが明らかにされており、またその過程を主鎖骨格の剛直性を変化させることで制御できることをが指
摘されている。ポリシランの側鎖にポルフィリンをドープさせ、その電荷移動特性を評価した結果、主鎖上の過剰電
子は側鎖ポルフィリンに効率よく電子移動するのに対し、主鎖上の正孔は側鎖ポルフィリンに移動しないことが分か
り、電荷分離系への応用の可能性が指摘されている。剛直なポリシランを用いて主鎖上の過剰電子、ならびに正孔の
挙動を調べ、その定量的な評価を行うことに成功している。
以上のように、本論文は該当分野の研究において極めて重要な知見を集約し、ナノエレクトロニクス用高分子の機
能に対する分子構造依存性、特に 15711m 照射時にレジストから発生するガス生成物の種類、総量のレジスト分子構
造依存性、ポリシラン中のエネルギー移動、電荷移動の分子構造依存性については比類なきものであると考える。よ
って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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